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○
「
金
沢
大
学
国
語
国
文
」
第
四
十
二
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
号
は
、
論
文

五
本
を
掲
載
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
後
も
ど
う
か
奮
っ
て
論
文
を
御

投
稿
く
だ
さ
い
。
「
会
員
著
作
紹
介
」
欄
で
は
、
会
員
の
皆
様
に
御
執
筆
頂
き
、

三
冊
分
の
書
評
を
掲
載
し
ま
し
た
。
御
執
筆
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
御
著
書
の
刊
行
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ど
う
か
事
務
局
ま
で
ご

一
報
く
だ
さ
い
。

○
平
成
二
十
八
年
度
研
究
発
表
会
・
講
演
を
十
月
一
日
に
金
沢
大
学
サ
テ
ラ

イ
ト
プ
ラ
ザ
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
初
田
千
乃
子
氏
と
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
向
．

ジ
ョ
ル
ダ
ー
ノ
氏
に
よ
る
研
究
発
表
の
後
、
中
村
朱
美
氏
に
「
五
十
聯
の
音

の
系
譜
」
と
題
し
た
御
講
演
を
頂
き
、
討
議
や
意
見
交
換
が
熱
心
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
夕
刻
か
ら
、
「
こ
こ
ち
や
」
に
て
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
時

間
が
経
つ
に
つ
れ
て
、
在
学
生
と
卒
業
生
・
修
了
生
が
車
座
と
な
っ
て
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
で
近
況
を
報
告
し
合
い
ま
し
た
。
皆
様
、
ぜ
ひ
ご
参

加
下
さ
い
。

編
集
後
記

（
鈴
木
記
）

○
金
沢
大
学
国
語
国
文
学
会
の
会
員
は
誰
で
も
機
関
誌
『
金
沢
大
学
国
語
国
文
』

に
投
稿
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
日
本
文
学
・
日
本
語
学
に
関
す
る
研
究
で
あ
れ
ば
、
時
代
・
分
野
を
問
い
ま

せ
ん
。

○
枚
数
は
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
換
算
四
十
枚
以
内
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
特

別
号
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
投
稿
原
稿
の
採
否
は
編
集
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

○
編
集
委
員
は
、
毎
年
第
一
回
目
の
理
事
会
で
選
出
い
た
し
ま
す
。

○
投
稿
論
文
の
送
り
先
は
左
記
宛
に
お
願
い
し
ま
す
。

〒
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２
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１
１
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金
沢
市
角
間
町
金
沢
大
学
人
間
社
会
一
号
館

日
本
語
学
日
本
文
学
研
究
室
内

金
沢
大
学
国
語
国
文
学
会
事
務
局

「
金
沢
大
学
国
語
国
文
」
投
稿
規
程
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